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権
上
さ
ん
は
冒
頭
、
安
全
神

話
は
間
違
い
で
、
放
射
能
に
よ

り
病
気
に
な
り
、
死
に
至
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
弱
い

放
射
線
の
場
合
、
「
危
険
だ
」

と
危
険
性
だ
け
を
煽
る
の
も
間

違
い
。
恐
れ
て
怖
が
ら
ず
と
い

う
姿
勢
が
大
切
と
指
摘
。

子
ど
も
を
水
た
ま
り
で
遊
ば

せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、

肉
や
野
菜
な
ど
の
調
理
方
法
と

し
て
「
焼
く
」
「
揚
げ
る
」
よ

り
も
、
水
洗
い
し
「
ゆ
で
こ
ぼ

す
」
「
煮
る
」
「
漬
け
る
」
な

ど
「
封
じ
込
め
ず
流
す
」
こ
と

が
重
要
と
生
活
を
し
て
い
く
上

で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

会
場
か
ら
第
三
大
島
小
で
高

い
放
射
線
量
が
検
出
さ
れ
、
外

遊
び
中
止
の
通
達
が
だ
さ
れ
た

と
の
報
告
が
あ
り
、
権
上
さ
ん

は
、
い
ま
一
番
犠
牲
に
な
っ
て

い
る
の
は
子
ど
も
た
ち
と
語
り

「
原
発
が
な
い
と
生
活
が
成
り

立
た
な
い
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

し
か
し
目
先
の
議
論
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
生
き

て
い
く
未
来
を
考
え
て
ほ
し
い
。

人
間
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

い
も
の
を
続
け
る
こ
と
が
ほ
ん

と
う
に
正
し
い
の
か
…
」
そ
の

言
葉
が
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の

胸
に
響
き
ま
し
た
。

７
月
17
日
新
婦
人
江
東
支
部

は
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
そ

え
や
良
夫
共
産
党
区
議
を
講
師

に
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
え
や
氏
は
６
月
中
旬
以

降
、
江
東
区
で
は
、
保
険
料
の

通
知
書
が
届
く
中
で
、
３
千
人

の
区
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
や
苦

情
が
殺
到
し
て
い
る
と
述
べ
、

Ｓ
さ
ん
の
例
で
今
回
の
値
上
げ

の
ひ
ど
さ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

Ｓ
さ
ん
は
40
代
の
共
働
き
の

妻
と
子
ど
も
２
人
の
４
人
家
族
。

年
収
は
夫
婦
合
わ
せ
て
３
０
０

万
円
で
す
。
今
年
度
は
課
税
所

得
か
ら
控
除
さ
れ
る
の
は
基
礎

控
除
だ
け
、
配
偶
者
や
扶
養
控

除
な
ど
そ
の
他
の
控
除
は
全
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
Ｓ
さ

ん
は
昨
年
、
21
万
３
千
円
か
ら
、

27
万
９
千
円
と
な
り
、
６
万
６

千
円
も
値
上
が
り
し
ま
し
た
。

た
だ
し
２
年
間
の
経
過
措
置
で
、

２
年
後
に
は
再
度
６
万
６
千
円

の
値
上
げ
が
行
わ
れ
る
事
と
な

り
ま
す
。

昨
年
の
保
険
料
も
高
く
て

滞
納
が
増
え
て
い
る
の
に
、
今

回
の
値
上
げ
は
扶
養
家
族
の
多

い
方
な
ど
の
暮
ら
し
を
直
撃
、

滞
納
に
拍
車
を
掛
け
、
病
気
を

し
て
も
医
者
に
い
け
な
い
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
い
ま
こ
そ
軽

減
を
求
め
る
運
動
を
広
げ
、
ま

さ
に
命
と
暮
ら
し
守
る
大
運
動

を
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

７
月
９
日
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
に
て
民
主
商
工
会
婦
人
部
は
環

境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
権
上
か
お
る
さ
ん
を
講
師
に
「
放
射
線
と
つ
き

あ
っ
て
、
生
き
て
い
く
た
め
に
」
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

次
号
か
ら
新
企
画
、
（
概
説
）

都
教
組
江
東
支
部
編
「
江
東

の
歴
史
」
を
連
載
し
ま
す
。

１
９
７
８
年
、
都
教
委
は
都

教
職
員
集
団
の
分
断
と
教
育
の
国
家
統

制
の
強
化
を
狙
い
、
主
任
制
度
を
導
入
、

80
年
に
は
「
主
任
手
当
」
を
強
行
し
ま

し
た
▼
教
組
は
そ
れ
を
形
骸
化
す
る
た

め
に
、
未
組
合
員
に
も
呼
び
か
け
て
主

任
手
当
の
「
拠
出
」
に
取
り
組
み
、
初

年
度
に
は
そ
の
総
額
は
６
０
０
万
円
。

そ
の
使
途
は
教
育
セ
ン
タ
ー
や
教
材
用

フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
設
立
、
の

び
の
び
作
業
所
の
輪
転
機
な
ど
の
購
入

に
あ
て
ら
れ
、
83
年
度
か
ら
は
「
学
校

歳
時
記
」
「
江
東
風
土
記
」
「
江
東
の

歴
史
」
の
三
部
作
を
編
纂
・
出
版
し
ま

し
た
▼
87
年
完
成
の
「
江
東
の
歴
史
」

は
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
民
衆
の
歴

史
、
文
化
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
て
お

り
、
区
の
財
産
と
し
て
普
及
さ
れ
て
然

る
べ
き
も
の
で
す
。
編
集
部
は
関
係
者

各
位
の
ご
諒
承
を
え
て
、
連
載
に
踏
み

切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
▼
三
部
作
の

編
集
長
の
加
藤
文
三
氏
は
、
区
立
二
砂

中
、
深
川
六
中
の
社
会
科
教
師
と
し
て

永
年
勤
続
。
歴
史
家
と
し
て
も
南
葛
労

働
運
動
史
に
か
か
わ
る
「
亀
戸
事
件
」

な
ど
多
く
の
著
書
が
あ
り
、
76
年
1
月

か
ら
は
「
赤
旗
・
日
曜
版
」
に
「
私
の

歳
時
記
」
（
後
に
「
昭
和
史
歳
時
記
」

と
し
て
出
版
）
を
連
載
し
ま
し
た
。
▼

そ
の
当
時
、
文
春
の
立
花
論
文
「
日
本

共
産
党
研
究
」
、
国
会
で
の
「
ス
パ
イ
・

リ
ン
チ
事
件
」
を
取
り
上
げ
た
春
日
質

問
、
鬼
頭
判
事
補
の
暗
躍
な
ど
、
日
本

共
産
党
へ
の
戦
時
中
の
暗
黒
裁
判
の
資

料
を
鵜
呑
み
に
し
た
攻
撃
に
、
歴
史
家

と
し
て
立
ち
向
か
っ
た
と
歳
時
記
執
筆

の
決
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
保
料
値
上
げ
、
暮
ら
し
を
直
撃

江東区のホームページで、小・中学校、公園など
516箇所での空間放射線量測定値を掲載しています。

http://www.city.koto.lg.jp

（
写
真
は
、
講
演
中
の
檀
上
か
お
る
さ
ん
）

第

２

回

区

議

会

定

例

会

で

日

本
共
産
党
区
議
団
は
防
災
対
策
の

強
化
や
震
災
復
興
支
援
、
放
射
能

汚
染
対
策
な
ど
様
々
な
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
区
内
の

被
災
ま
た
は
間
接
被
害

を
受
け
た
中
小
業
者
に

対
す
る
緊
急
融
資
、
防
災
無
線
の

ス
ピ
ー
カ
の
20
カ
所
増
設
、
公
立

保
育
園
に
園
児
用
防
災
頭
巾
の
整

備
、
放
射
線
測
定
箇
所
の
大
幅
拡

大
な
ど
が
実
現
し
ま
し
た
。

特
に
放
射
線
量
測
定
に
つ
い
て
、

区
は
「
５
カ
所
で
土
壌
調
査
を
行

え
ば
十
分
」
と
の
考
え
で
し
た
が
、

あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
は
じ
め
共
産

党
都
議
団
の
調
査
、
共
産
党
区
議

団
の
繰
返
し
の
要
求
と
保
護
者
の

み
な
さ
ん
の
声
が
区
政
を
動
か
し
、

９
つ
の
小
中
学
校
の
校
庭
の
土
壌

と
プ
ー
ル
の
水
の
放
射
線
量
の
定

期
調
査
、
す
べ
て
の
保
育
園
、
幼

稚
園
の
園
庭
、
公
園
の
放
射
線
調

査
へ
と
大
き
く
拡
大
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
高
い
放
射
線
量
が

検
出
さ
れ
た
３
つ
の
保
育
園
で
砂

場
の
砂
の
入
替
え
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
今
度
の
震
災
で
は
避
難
・

防
災
と
復
旧
復
興
に
向
け
て
、
自

治
体
職
員
の
果
た
す
役
割
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

区
は
学
校
用
務
や
土
木
な
ど
の
現

業
職
、
保
育
園
や
福
祉
会

館
、
児
童
館
、
図
書
館
な

ど
で
正
規
職
員
を
さ
ら
に

減
ら
し
、
民
間
委
託
を
拡

大
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
防
災
力
も
弱
め
る
も
の
で
区
民

生
活
を
守
る
上
で
も
マ
イ
ナ
ス
で

す
。
ま
た
、
低
賃
金
・
不
安
定
雇

用
を
拡
大
す
る
も
の
で
、
正
規
職

員
の
削
減
は
や
め
る
べ
き
で
す

新
婦
人
江
東
支
部
が
学
習
会

大
地
震
対
策
の
抜
本
強
化

力
合
わ
せ
た
運
動
が
区
政
動
か
す



学
習
会
で
は
、
憲
法
会
議
代

表
幹
事
の
川
村
俊
夫
氏
が
記
念

講
演
。
川
村
氏
は
、
今
回
の
大

震
災
を
口
実
に
し
た
財
界
と
民

自
公
、
み
ん
な
な
ど
改
憲
勢
力

が
、
①
復
興
財
源
に
、
消
費
税

の
大
増
税
、
②
衆
議
院
比
例
定

数
の
削
減
、
③
「
憲
法
が
非
常

事
態
に
役
立
た
な
い
」
と
称
し

て
、
改
憲
へ
の
動
き
を
強
め
て

い
る
こ
と
を
告
発
し
ま
し
た
。

全
国
に
「
9
条
の
会
」
が
で
き

改
憲
反
対
の
世
論
が
徐
々
に
広

が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
、
「
9
条
を
守
る
運
動
を
広

げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

記
念
講
演
の
後
、
区
職
労
保
育

分
会
の
玉
田
さ
ん
が
被
災
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
報
告
、

江
東
生
活
と
健
康
を
守
る
会
の

平
野
さ
ん
は
、
生
存
権
裁
判
を

め
ぐ
る
た
た
か
い
と
活
動
に
つ

い
て
報
告
と
決
意
を
表
明
、
都

教
組
江
東
支
部
の
谷
口
委
員
長

は
、
教
科
書
問
題
を
め
ぐ
る
区

教
育
委
員
会
の
危
険
な
動
き
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
20
日
、
あ
ぜ
上
三
和
子

都
議
会
議
員
、
日
本
共
産
党
江

東
区
議
団
は
新
砂
の
東
京
都
下

水
道
局
・
東
部
ス
ラ
ッ
ジ
プ
ラ

ン
ト
を
視
察
、
放
射
線
量
を
測

定
し
ま
し
た
。

東
部
ス
ラ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
ト
は

下
水
処
理
の
汚
泥
を
焼
却
し
、

焼
却
灰
の
７
割
を
建
設
用
セ
メ

ン
ト
な
ど
に
再
利
用
、
３
割
を

ゴ
ミ
処
分
場
に
埋
め
立
て
て
い

ま
す
。

福
島
原
発
事
故
で
は
焼
却
灰

か
ら
高
い
放
射
線
量
が
検
出
さ

れ
大
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
部
ス
ラ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
ト
の

雨
水
が
流
れ
る
側
溝
付
近
で
０
・

２
６
９
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

/
ｈ
、
煙
突
付
近
で
０
・
１
４

２
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
/
ｈ
。

煙
突
付
近
の
値
は
、
安
全
基

準
と
な
っ
て
い
る
年
間
１
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
も
の
で
、

厳
重
な
監
視
と
対
策
が
必
要
で

す
。

東
京
都
は
豊
洲
・
東

京
ガ
ス
工
場
跡
地
で
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
液

状
化
し
た
箇
所
が
１
０

８
箇
所
に
の
ぼ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

液
状
化
に
よ
る
噴
砂

は
青
果
卸
・
仲
卸
売
り

場
予
定
地
の
５
街
区
で

23
箇
所
、
水
産
仲
卸
売

り
場
予
定
地
の
６
街
区

で
85
箇
所
発
生
し
て
い

ま
し
た
。
都
は
「
噴
砂

は
小
規
模
で
水
平
方
向

の
移
動
も
な
い
。
全
面

的
に
調
査
す
る
必
要
は

な
い
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
噴

砂
は
液
状
化
現
象
の
一
部
に
す

ぎ
ず
、
同
予
定
地
で
は
、
環
境

基
準
の
４
万
３
千
倍
の
発
ガ
ン

性
物
質
ベ
ン
ゼ
ン
、
９
３
０
倍

の
猛
毒
シ
ア
ン
化
合
物
が
み
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
噴
砂
の
中
に

も
汚
染
物
質
が
で
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
、
地
中
が
ど
の
よ
う

に
液
状
化
し
汚
染
物
質
が
拡
散

し
て
い
る
か
、
都
は
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
な
ど
全
面
調
査
し
情
報

公
開
す
べ
き
で
す
。
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避難生活の実態と

救援の取り組み
都議会議員あぜ上三和子

行

事

日

程

■
８
月
２
日
（
火
）
６
時
30
分

原
水
爆
禁
止
２
０
１
１
年

世
界
大
会
江
東
代
表
団
結

団
式

江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階

第
５
研
修
室

■
８
月
24
日
（
水
）
17
時
30
分

「
消
費
税
増
税
反
対
宣
伝
・

署
名
行
動
」
地
下
鉄
東
陽

町
駅
、
主
催
・
江
東
各
界
連

■
９
月
３
日
（
土
）
13
時
30
分

「
江
東
う
た
ご
え
交
流
会
」

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
レ
ク

ホ
ー
ル

江
東
う
た
ご
え
交
流
実
行

委
員
会

■
９
月
４
日
（
日
）
13
時

亀
戸
事
件
追
悼
会

赤
門
・
浄
心
寺

日本国憲法を生かして

震災復興を！

東
部
ス
ラ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
ト
（
汚
泥
処
理
施
設
）

福
島
と
同
様

高
い
放
射
線
量

6月25日、私は共産党江東地区委員会ととも

に東雲・公務員宿舎を訪問、避難生活の様子な

どを伺いました。東雲の公務員宿舎には福島県

浪江町をはじめ、262世帯803人が避難していま

す。この住宅にたどり着くまで何ヵ所も避難所

を移動してきた方が多く「政治は党派を超えて

被災者支援に力を尽してほしい」とみなさん口

ぐちに訴えます。

来年の7月まで居住できることになりました

が、原発問題で収束の目途がつかない中で、自

分たちの町に帰ることができるのか、これから

の生活に展望が見えずみなさん不安を抱えてい

ます。

公務員宿舎には食器や洗濯機などはなく、自

分で買いにいかなければいけない状態です。し

かし義援金が届けら

れたのは6月15日。

「心のない」支援が

浮き彫りになってい

ます。

この間、被災者が

生活をしている都営

住宅や公務員宿舎の

クーラーの設置や、

被災者は住民票がな

くても、高校受験が

できるようにと国や都に求め、実現させること

ができました。日本共産党江東地区委員会には

300万円を超える義援金や、多くの救援物資が

寄せられています。

尚、私は７月５日に石巻市で被災地の聞き取

りを行いました。上の写真はその時のものです。

築地市場移転予定地・豊洲東京ガス跡地

あ
ぜ
上
都
議
と
日
本
共
産
党
江
東
区
議
団
が
調
査

測定を行なう、あぜ上都議、斉藤・大つき両区議

７
月
15
日
「
日
本
国
憲
法
を
生
か
し
て
震
災
復
興
を
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
区
民
要
求
実
現
大
運
動
実
行
委
員
会
主
催
で
学
習
会
が
開

か
れ
、
区
内
24
団
体
、
66
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

教
科
書
展
示
会
に
は
、
一
般
の
方
78
名
、

教
職
員
89
名
が
閲
覧
し
ま
し
た
。

又
、
21
・
22
日
に
開
催
さ
れ
た
教
科
書
採

択
の
教
育
委
員
会
傍
聴
に
は
初
日
40
名
を
超

え
る
方
々
が
参
加
、
５
名
の
傍
聴
枠
を
増
や

さ
せ
、
20
名
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

22
日
の
教

育
委
員
会
は
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
使
う
中

学
社
会
科
の
教
科
書
に
つ
い
て
公
民
は
東
京

書
籍
、
歴
史
は
教
育
出
版
を
採
用
す
る
方
向

と
な
り
自
由
社
、
青
鵬
社
の
教
科
書
採
択
の

可
能
性
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

正
式
決
定
は
８
月
23
日
、
26
日
の
教
育
委

員
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

２
０
１
２
年
度

中
学
校
教
科
書
選
定

日本共産党
創立89周年

記念講演会
志位 和夫

とき：８月１日（月）
18;30開会（18時開場）

ところ：日本青年館
JR千駄ヶ谷・信濃町下車

プ
ロ
グ
ラ
ム

あいさつ
党岩手県委員長

菅原 則勝さん
党宮城県委員長

中島 康博さん
党福島県委員長

久保田 仁さん
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